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各教科・科目における「知的財産教育」の教材化に関する学習指導案       Ｈ１８年度       

 

普通科目（ 数学基礎 ）の学習指導案１８No.７ 
              または 数学Ｂ 
１．指導目標  
 （１）コンピュータや電卓などの演算の基本原理は、２進数により成り立っていることを学

ばせる。 
  
 （２）数学理論が現実の製品に活用され、それらが知的財産であることを教える。 

 
２．指導項目・内容 
      指導項目・内容 時間（分）    指導上の留意点 
 
導 入 
 

・本時の目標について説明する。 
 
・２進数について学習する。 

 ５ ・コンピュータや電卓の演算の基

本原理について興味をもたせ

る。 
・足し算、引き算を計算させる。

 
 
 
 
 
展 開 

・真理値表、論理記号、論理式を説明

する。 
① 論理積の記号と式 （ＡＮＤ）

② 論理和の記号と式 （ＯＲ） 
③ 論理否定の記号と式（ＮＯＴ）

・ハーフアダーの論理回路の働きを考

える。 
・フルアダーの倫理回路の働きを考え

る。  
・２進数を電気信号に置き換えること

ができることを説明する。 

４０ ・ブール代数（または論理代数）

は１８４７年イギリスの数学者

ジョージ＝ブールにより創造さ

れたことに触れる。 
 
・２進数の足し算が成立している

ことを理解させる。 
 
 
・１を H（高い電圧）（＋５Ｖ）、

０を L（低い電圧）（０V）とす

ることで、電気的に計算するこ

とができることに気づかせる。

 
整 理 

・本時のまとめをする。 
・次時の予告をする。 

 ５ ・数学理論が現実の製品に活用さ

れ、それらが知的財産であるこ

とを説明する。 

 
備 考 

「楽しく学ぶ数学基礎」（数研出版・数基００３）Ｐ５６～Ｐ５７「２進数の世界での

計算」、Ｐ５８～Ｐ５９「２進数の活躍」 
工業科教科書「ハードウェア技術」（実教出版・工業 058）P２１～P２４「演算回路」

 




